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インデックスに戻る

９．図形と方程式

９－１．点と直線

９－１－４．平行・垂直条件とその応用

９－１－４－２．直線についての対称点

直線 l 上にない異なる 2点A、Bが l について対称であるための条件は、次の 2つが成り立つ

ことである。

① 線分ABの中点が l 上にある。

② 直線ABは l に垂直である。

（例）

 4,5A 、 l ： 092  yx とする。 l についてAと対称な点Bの座標を求める。

 ts,B とする。線分ABの中点の座標は 
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である。この点が l 上にあることよ

り、

09
2

4
2

52 






ts

    018452  ts
42  ts …①

l は座標軸に平行ではない。ABと l は垂直だから、 5s 、 4t である。直線ABの傾き

は
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である。 l の方程式を y について解くと

92  xy
であるから、 l の傾きは 2 である。 l とABが垂直であることより、

  12
5
4





s
t

   542  st
32  ts …②

①②を連立して解くと

1s 、 2t
ゆえに

 2,1B
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